
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番号 図上での表現方法 表現される坪並 記載内容 比定古墳 概　要 備　考
平面 甘一3－25・26 「船墓」 船墓古墳 前方後円墳 半壊　丘陵稜線上に立地
1 二重瓢箪形 「額田マ宿祢先祖」 円筒埴輪，須恵器 周濠はない
丹＋白緑 6世紀前半 墳丘のみを二重に表現




平面 9－4－15・16 「コ墓」 狐塚古墳 前方後円墳，全長50m 半壊　墳丘と周濠をあわせて
二重瓢箪形 21・22 「寺［コ八十歩」 円筒・形象埴輪，鏡，桂 二重に表現
3
丹＋白緑 「寺田百歩」 甲，大刀ほか 墳丘は白緑，周濠は彩色なし
6世紀初頭 周濠を田として利用
平面 9－4－17 「墓」 石橋古墳 前方後円墳 全壊　前方部のみを半円形に描
4 二重半円形 「荒田」 く墳丘は白緑，周濠は彩色なし
丹＋白緑 周濠を田として利用




平面 10－4－13・14 「墓」 来迎墓ノ間古墳群 前方後円墳・円墳・方墳 「田」の中に立地
6 一
重円形ほか 23・24 （東支群） 長方形の表現は古墳か
丹 不整形な墳丘
「墓」の記載は少し離れたところ



































































































































































































































区画D 東大衆 尾4　倉2 「務屋」西側柱列と「［コ屋」東｛貝‖柱列が南北に揃う直交配置
「酒屋」西側柱列と「竈屋」東｛貝1柱列が南北に揃う直交配置
区画E 無し
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図11官衙風建物群の変遷
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図12新堂廃寺の伽藍地と
　　掘立柱建物
　　　（S＝1／3，200　建物は1期）
も両寺に比べると小規模であり，院地と考える余地も残され
ている。また，一方で造営氏族の階層差という視点を導入す
れば，首長居宅B型より小規模なA型の一類型として捉える
考え方も有効である。掘立柱建物群は調査区の南半部に集中
し，北半部と西半部には遺構がほとんどなく，掘立柱建物群
の主体は伽藍地の東側に展開していると推定される。
　野申寺（羽曳野市野々上5丁目，図14つ5）
　羽曳野丘陵北端部の上位段丘と中位段丘の境部に立地す
る。旧河内国丹比郡野中郷に属する。伽藍地は東西L5町，
南北2町と推定されている。塔・中門の調査が実施されてい
るが，塔を西側に，金堂を東側に併置する特異な伽藍配置を
とる。回廊等の詳細は不明である。7世紀申葉に建立される。
「庚戌年正月」銘平瓦が出土している［羽曳野市教育委員会編
1985，森Bほか1986］。経営氏族には船氏をあてる説が有力で
あったが，野中連と考える説がある1上田1997a］。
　野中寺の東側に接する野々上遺跡では7～10世紀の掘立柱
　　　　　　建物07
　　　　　　〔〔L
15　13　12
匡コ［一rl鼠B
14A・B　　　　　HA・B
　　　　　IV期
　　　　　　40m
　　溝5
〔｝ン
図13新堂廃寺の遺構変遷図
　　　（S＝＝1／1βGG）
旧2
［古代荘園図からみた氏寺の構造と景観］　　服部伊久男
図14野中寺の伽藍地と野々上遺跡（S＝1／3，200）
建物を中心とする遺構が多数検出されている。掘立柱建物は，A群（野中寺伽藍中軸線の振れに近
い方位をもつ建物群〉とB群（真北の方位をとる建物群）に二分される。B群は7世紀前半～中頃
の建物で，古市大溝に関る施設と考えられている。ここで問題となるのはA群の建物である。野申
寺に東接する東西約110m，南北約120mの範囲に広がるA群の建物は7世紀から10世紀まで存続す
る。「東家」，「殿」，「野」墨書土器，倭櫃などが出土している［河内1994・1997］。両側に側溝を伴う
幅約15n…の道路によって内部が四つの空間に分割されている。道路は8世紀申頃に造作され，9世
紀まで存続するようである。掘立柱建物は2×3間，2×4間の通常規模のもののほか，身舎2×5問
に南北両庇を伴う面積約65m2の建物も2棟確認されている。建物群の変遷などはまだ明らかにされ
ていないのでこれ以上言及しないが，河内一浩氏が額田寺図を引きながら指摘されるように［河内
1994］，野中寺の院地として位置付けることができる。
　鳥坂寺（柏原市高井田字戸坂，図16・17）
　大和川に面した生駒丘陵の南端部に立地し，金堂・塔・講堂が調査されている。金堂と講堂を南
北に配し，その西南側に塔を置く。中門，回廊等は不明，伽藍地は2町四方と推定されている。7世
紀前葉に造営を開始し，7世紀中葉には主要伽藍が整ったとされている。旧河内国大県郡鳥坂郷に属
し，鳥取氏の氏寺と考えられている。いわゆる河内六寺の一つである［大阪府教育委員会編1968，花
田ほか1986，安村ほか1986，安村1987，安村ほか1989，安村1990］。
　伽藍地の東，北側の丘陵地に展開する高井田遺跡は東西約300m，南北約300mの広範囲に及び，
183
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図15野々上遺跡の掘立柱建物群
169棟もの掘立柱建物が検出されている。内，6世紀末～8世紀後葉のものが103棟を数える。6世紀
末ごろから建物が建てられ，7世紀の第2四半期ごろに盛期をむかえ，8世紀に入ると建物の数は激
減するという。丘陵地斜面を削平し平坦面を造作し掘立柱建物を建てるが，時期が下るにつれて
徐々に標高の高い地点に移るようである。時期の判明する6世紀末～8世紀後葉の建物103棟のうち
規模の判明するものをみると，50m2を超えるものは3棟にすぎず，他の多くはそれ以下に収まる。
小～中形の建物が主体を成しているようである。高井田遺跡は，鳥坂寺伽藍地に接する東・北側の
丘陵地に立地し，6世紀末から形成が開始され，寺院建立期の7世紀中葉～後半に掘立柱建物が多く
建てられ，8世紀に入ると激減する，という様相を呈している。
　1983・84年の調査では身舎3×5間で西庇を伴う南北棟の大形建物が検出されている。床面積は
158．1m2を測り，食堂と推定されている。この建物の西側で検出された2×12間の細長い南北棟建
物は，床面積約122m2で，僧房と推定されている。この2棟の大形建物は，6世紀末～7世紀中葉に
造作された平坦面に建ち，小規模な建物を2棟付属させている。建物の東側には集積遺構が南北に
伸びるが，この位置は金堂中心からほぼ1町東の位置に当たるという。建物は8世紀前半で廃絶す
る。食堂，僧房と推定する理由は，大形で，形態が食堂，僧房と類似し，推定伽藍地内に位置する，
であろう。大脇氏は大衆院の機能を併設していた可能性を指摘されている［大脇1997］。
184
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口
口
鳥坂寺伽藍地
図16鳥坂寺と高井田遺跡（S＝1／3，200）
〔建物は7世紀第IV四半期～8世紀第H四半期〕
　　　　　　　　40m
口田
図17高井田遺跡の大形建物（S＝1／1，600）
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　建物の平面形態や伽藍地の中に占める位置を考慮すれば食堂，僧房に当てる説は有力である。し
かし，他の施設である可能性はないのであろうか。建物1は細長い長舎形式であるが，この形態の
建物は僧房に限らず政所院にも認められる例がある。上総国分寺の政所院を構成する建物の中に梁
間2間，桁行14間の長舎があり，政所院の最前面に位置している［須田1995］。また，8世紀前半の
郡衙正庁でも長舎は広く認められている。このように長舎形式の建物は寺務や地方行政実務を果た
す機能を担っていたと推定される。そのように考えると，建物1・2は鳥坂寺の政所とそれに伴う寺
務を司る機能をもつ建物の可能性も指摘できる。もちろん，大衆院主屋の機能をも兼ね備えていた
ことも指摘できよう。ただし，何れの機能を想定しようとも，遺物や遺構の面からそれを特定する
のは現時点では難しい。
　畿外の諸例
　畿外の例では，（群馬県）新保廃寺，十三宝塚遺跡，（千葉県）九十九坊廃寺，（神奈川県）影向寺，
大久保領家廃寺，真行寺廃寺，（茨城県）長者屋敷遺跡，（愛知県）市道遺跡，（滋賀県）宮井廃寺，
法堂寺廃寺，（鳥取県）上淀廃寺，（香川県）宝寿寺，（福岡県）上岩田廃寺，井上廃寺，ヘボノ木遺
跡，大善寺，（熊本県）虚空蔵寺などがある［東海埋蔵文化財研究会編1992，日本考古学協会茨城大会
実行委員会編1995，関東古瓦研究会編1997，埋蔵文化財研究会編1997］。この申で具体的様相が良好に
知れる愛知県豊橋市市道遺跡を取り上げ，畿内の資料との比較検討を行っておきたい。
　市道遺跡（愛知県豊橋市牟呂町，図18・19・20）
　豊川と柳生川に挟まれ三河湾に向かってのびる低位段丘の先端部に立地する。遺跡は，寺院跡と
その北東部に接する掘立柱建物群で構成されている。寺院跡は，掘立柱塀で囲まれた99m四方の外
側区画から，同じく掘立柱塀で区画する東西54m×南北78mの内側区画に作り替えられる。内側区
画内からは南北一直線に配置された門，金堂，講堂，僧房群が検出されている。寺院は8世紀前半
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に創建されるようである。
　　　　　　　蕊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺院の北東に接する約130m四方の範囲から掘立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柱建物139棟（古代102棟，中世37棟）が，また，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特殊な正六角形掘立柱建物も5棟検出され，これら
　　　　　　　　　　　口
図18市道遺跡全体図
　　（S＝1／3，200，建物は2期）
は9期に編年されている1賛1996］。ここでは1～4
期を取り上げる。
　1期（8世紀前半）
　伽藍地はSA－1に囲まれた約99　m四方の規模であ
るが，内部では建物は確認されていない。後に改作
されたと考えられている。伽藍地の北東部，東西約
60m，南北約80mの範囲に掘立柱建物が集中する。
北辺では総柱建物6棟が南側柱列を揃える形で東西
一直線に配され，その前面に側柱建物10棟が配置
されるが計画性はあまり認められない。床面積
56．8m2を測る中心建物SB　32は身舎3×5間で西庇
186
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図20　市道遺跡（寺院）の変遷
［古代荘園図からみた氏寺の構造と景観］・一・服部伊久男
を付設する。建物群の約100m東側には竪穴住居2棟が検出されている。1期の同時併存する掘立柱
建物は16棟である。
　2期（8世紀後半）
　伽藍地は1期と同じ規模であり，同様に堂宇は確認されていない。約100m四方に正六角形建物3
棟，総柱建物10棟，側柱建物15棟が集中し，少し東側に総柱建物1棟，側柱建物1棟が存在する。
また，中心部付近に竪穴住居1棟がある。掘立柱建物の総数は30棟である。西辺に総柱建物4棟が
南北に配置され，北辺にも総柱建物が並んでいた可能性があるとされる。SB　41・42・43は南側柱列
を，SB　58・91・34は西側柱列を揃えて配置され，さらに直交してSB　33が配置されるなど，全体と
して計画的な配置形態がうかがえる。また，建物群の北東側には側柱建物1棟，総柱建物1棟，土坑
1基が組み合わさる1単位がある。また，伽藍地の南東辺に接して掘立柱建物1棟，竪穴住居2棟が
検出されてる。
　3期（9世紀前半）
　伽藍地の規模が縮小し，SA－2に囲まれた東西約52　m，南北約78　mの規模となる。門，金堂，講
堂，僧房瞳竿支柱などが確認される。2期と同じく約100m四方の範囲に正六角形建物2棟，総柱
建物9棟，側柱建物18棟の計29棟が集中し，東約100mに総柱建物1棟がある。西辺にはSB　2とそ
の南の総柱建物3棟が東側柱列をそろえ南北一直線に配される。側柱建物は中央部に展開し，
SB　54・59・61は直列し南北に配される。その東側には土坑が集中し建物はない。また，東側にも一
定の空間が存在する。この北側には2棟一対となる建物配置が認められるという。2期と類似した
状況であり，全体として計画的な配置形態である。中心となる建物は間仕切りのあるSB　28・52で
あろう。SA－2の東辺に並行する溝SD　1がある。
　4期（9世紀後半）
　4期の伽藍地は3期と同じであるが，講堂，僧房が建て替えられる。北東部に展開した掘立柱建物
は2・3期が建物数が最も多い時期であり，4期にはその数は激減する。また，4期にはこの部分の総
柱建物がなくなるのが特徴である。東西約70m，南北約50mの範囲に散在するようになり，側柱建
物10棟から構成される。SB　27・31の2棟が東西に並び，その中央南側にSB　90が配されるが，2・3
期に比べ計画性は稀薄となるようである。一方，SA　2の東辺に接して掘立柱建物4棟が集中し，
SB　185は庇を伴う。また，西南角辺には総柱建物4棟が集中する。
　以後5期（10世紀），6期（11世紀）にかけて徐々に建物数が少なくなり，規模も小さくなる。6
期には間仕切り建物もなくなる。寺院は6期（11世紀）まで存続する。寺院の性格については，郡
司級氏族の氏寺と推定されている。
　市道遺跡にみられる建物は間仕切り建物，側柱建物，総柱建物，正六角形建物に分類されるが，
特に際立って大形のものはない。床面積50m2を超えるものは6棟である。そのうち間仕切り建物4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒユ　
棟，庇付建物1棟，総柱建物1棟であり，前二者が各時期の中心的建物であることが知れる。他は
20～50m2の小規模なものが多い。特に倉と考えられる総柱建物は10～20m2に集中する。
　建物群は寺院の存続期間に併行して，隣接する寺院北東部の約100m四方の範囲に展開し，各時
期の建物数はことなるものの，2・3期（8世紀後半～9世紀前半）に盛期を迎えること，3期と4期
の間に建物の組成が変化する大きな画期があること，1～3期には庇を付設する建物や間仕切り施設
189
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図21市道遺跡・掘立柱建物の規模
　　　（1～4期，正六角形建物除く）
　　　●側柱建物　▲総柱建物
を伴う建物が中心となり，その周囲に小規模な
側柱建物，総柱建物が柱列を揃え一定の区画を
有するように計画的に配置されること，総柱建
物は南北，あるいは東西に一直線に配され強い
計画性が認められる，などの特色を有する。こ
の掘立柱建物群，とりわけ1～3期の総柱建物
の計画的配置形態や2・3期の同時併存する建
物数の多さ（31棟）から倉庫を中心とする官
衙的要素を指摘する見解もあるが［賛1997］，
倉は小規模な面積10～20m2のものが大半を占
め，畿内の7～9世紀の一般集落を構成する倉
とかわらないこと［広瀬1989］，額田寺図の5
棟の倉も左右対称の計画的配置を採っており，規模や配置形態は官衙に類似する公的機能を想定す
るには十分な要件ではない。
　額田寺の8世紀後半の時点での院を構成する建物の総数は22棟（門を除く）である。市道遺跡の
1期16棟，2期31棟，3期31棟（いずれも竪穴住居を除く）の平均値は26棟であり，額田寺例に近
い。また，山城広隆寺の資財帳によると，政所町，倉町を構成する建物は全部で15棟である。おそ
らく，この程度の数の雑舎が中～下級氏族が建立した氏寺にあって必要な建物数といえるであろう。
額田寺の院地は六つの院に分かれ，それぞれの院は築垣や塀で区画されていたと考えられるが，市
道遺跡の場合は掘立柱建物群を区画する施設は何ら検出されていない。ただ，掘立柱建物群は約
100m四方の広い範囲に展開しており，本来何らかの区画施設を伴い内部が幾つかに分割されていた
可能性も考えられる。
　以上のように建物の性格や機能，あるいは分割された空間を明確には指摘できないものの，この
掘立柱建物群は院地として位置付けることが可能であると考える。なお，市道遺跡では特に際立っ
た大きな建物や官衙風配置は認められない。
　寺院景観をめぐる諸問題
　畿内及び畿外のいくつかの遺跡を取り上げ，寺院に隣接して展開する掘立柱建物群を中心とする
遣構群について，従前の諸氏の見解を示すとともに，新たな視点で若干の検討を試みた。これらの
遺構群は，大きく次の二つに分類することができる。
　A類1特に際立った独立性の強い大形建物を中心とした一群からなるもの。池田寺の場合は伽藍
地の北側に，海会寺，鳥坂寺例は東側に位置する。
　B類：特に際立った大形建物はないが，中～小形の掘立柱建物が集中し，計画的に配置され，内
部が幾つかに分割されるもので，伽藍地の東，東北角辺に集中するもの。額田寺，野中寺，新堂廃寺，
市道遺跡例とする。
　A類の指標となる大形建物については，首長居宅，食堂，政所などの可能性を考えたが，その性
格を明確にはしえなかった。広瀬氏の主張のとおり居宅説が最も蓋然性が高いが，居宅とみてもそ
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の建物構成では首長の家政機関をすべて含み込むほどの棟数ではない。居宅の中でも地域支配に関
わる政務的役割を果たす部分が顕在化した形態であろうか。しかし，周囲からは居宅の維持管理運
営を担うような掘立柱建物は検出されていない。一体，寺院との隣接性，存在形態の独立性，規模
の隔絶性という特徴は，寺院との関係性の中で出現したとみる余地も残されている。そう考えると
大形建物の独立性の裏返しである孤立性を説明できるし，同時に，寺院建立前から集落の形成が始
まりつつも寺院建立前になぜか集落首長の居宅をついに成立させなかった点も説明できるのではな
いか。
　氏寺の伽藍配置については，法隆寺式，薬師寺式等中央寺院の配置様式の類型が援用されるのが
通常であるが，それは規模こそ異なるものの伽藍堂宇の配置形態が踏襲されるという前提に無批判
的に立つことに拠っている。このような前提に立つならば，中央官寺の院における建物配置も氏寺
などに影響を与え，一部が踏襲されているという前提も否定できないのではないか。
　なお，池田寺11期の中位段丘に展開する2単位の建物群は，7世紀初頭に成立した一般集落の最
末期の様相であろう。寺院建立，存続時期の4期～10期にかけて変遷する建物群は，寺院造営に伴
う労役や技能を提供する居住区や工房として機能したことも当然あったであろうが，基本的には氏
族構成員の集落と位置付けられよう。高井田遺跡も同様に考えられよう。したがって，A類の場合，
院地は別の場所を想定しなければならない。池田寺の場合，伽藍地の東接地の低位段丘面に伽藍地
とほほ洞面積の未調査区があり，あるいは，西側の池田下町の集落が立地している場所などに想定
される。海会寺では伽藍地東側地区のトレンチ調査による所見では掘立柱建物はあまり検出されて
いないが，未調査区が多く残されており今後の調査に期待される。海会寺が立地する中位段丘は周
囲を開析谷や溝状低地に取り囲まれており，この地に存在しないとなると，やや離れた西側の高位
段丘面を想定せざるをえない。鳥坂寺の場合は，大和川に面した丘陵縁辺部に伽藍を営むため，院
の適地は東，北側の丘陵部分しか存在しない。とすれば，高井田遺跡で検出された掘立柱建物群の
中に院を構成する建物も含まれている可能性がある。ただ，高井田遺跡は寺院が完成後には掘立柱
建物の数が激減することが確認されており，院は別の場所に想定される。
　B類は集中型の院地とすることができる。その展開する範囲は，野中寺の場合南北約120m，東
西約110mであり，市道遺跡では130m四方であり，伽藍地と同規模，あるいはそれ以上の面積を占
めている。額田寺の場合も実長は明らかでないが伽藍地とほぼ同じ面積を占めており，類似した院
地の形態を確認することができる。この広い空間内に建物を計画的に配置する。額田寺では左右対
称型の倉の配置や側柱建物の並列配置が，市道遺跡では総柱建物の直列L字型配置，側柱建物のコ
字形配置が著しく認められた。部分的ではあるが新堂廃寺でも直列配置がある。B類では広瀬氏の
いう官衙風配置は認められない。それぞれ庇を伴う中心的建物とみられるものも存在するが，他の
建物と大きな懸隔にある建物とはいえない。額田寺図でも表現上の問題という制限はあるが，際だ
って大形の建物は描かれていない。
　官寺や国分寺の例では，伽藍地を取り囲むように院が形成されている例が多い。これを囲画型院
地とすると，上記の諸例は伽藍地の一辺側に集中する集中型院地とすることができる。ただ，いず
れの例も苑院（花苑院）に相当する部分は確認されていない。この種の院は上総国分寺での比定方
法のように何ら遺構が検出されないことを根拠の一つとしているので認識しにくいが，今後の面的
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な調査によってさらに院地が広がることも予想される。また，その中間形態として伽藍地の周囲に
幾つかのブロックに分かれて形成される分散型院地という形態も予想される。
　さて，これらの掘立柱建物群については，これまで主として集落論，首長居宅論の立場から言及
されてきた。また，最近では郷衙論の視点も登場してきている。こうした視点からの分析が有効で
あることは確かであるが，院地や伽藍地として分析する視角はあまり認められなかった。院地の重
要性に対する認識が欠落していたのである。今後は寺院空間論，寺院景観論の立場からの検討を進
める必要があると考えたい。
　言及しなかった分も含めて既出の見解を，寺院を中心に据えた立場から総括すると，①伽藍堂宇
の一部（食堂，僧房等），②院地（政所院，大衆院等），③首長居宅，④一般集落，⑤郷衙（または郷
衙に伴う諸施設），⑥郡衙（郡衙に伴う諸施設），⑦郡衙の出先機関，⑧郡衙正倉別院，などとみる
見解があるようである。①②は寺院論，③④は集落論⑤～⑧は官衙論に属する。それぞれの遺跡
の立地，構造，出土遺物の特徴からこうした見解が展開されているが，それぞれに固有の属性が明
確になっているわけではないし，立論の立場によっては評価も一定していない。したがって，ある
遺跡について多様な可能性を検討すべきことになる。さらに，ある特定の建物に複数の機能を想定
せねばならないことは，分析をより困難にする。たとえば，中枢的院である政所院の主屋である政
所は，三綱出仕の寺務執行機関であるが，③の居宅を兼ねる場合，あるいは居宅が⑤や⑥として官
衙の補完的，補助的役割を兼ねている場合も想定され，複数の機能と性格が併設された状況も考え
ねばならない。こうした状況が遺物，遺構の上にどのような形で反映しているのかは本稿でも明ら
かにし得なかった未解決の問題である。今後のさらなる類型化の進展に委ねるほかはない。
　一方，末端官衙論の中で郷衙として取り上げられる遺跡の中に，寺院に隣接する事例があること
も注意される。たとえば，井上尚明氏が郷家の類例として取り上げられた広島県吉田郡吉田町明官
地東遺跡は［井上1995］，明官地廃寺の伽藍地に東接する院地の一部としての様相をもっている。報
告書でも推定金堂跡，推定塔跡とは主軸が異なる点から正倉別院，郷倉の可能性が指摘されている
が［今村1994］，地形的制約の下で若干主軸が異なっていると理解すれば，小形倉庫群は倉院の一部
とみることも可能である。井上氏が取り上げられた90例ほどの郷家に類する遺跡［井上1991・1995］
を逐一検討したわけではないが，寺院に隣接する事例があれば院地として分析を行う必要性を強調
しておきたい。なぜなら，官衙でもなく一般集落でもない，という抽出基準に合致しており，小形
倉庫群の存在，竪穴住居との併存は院の属性の一つでもあるからである。もちろん郷倉や借倉のよ
うな公的機能をまったく否定するわけではないが，寺院に隣接する場合は，いったん院地として類
型化し，その後に補完的役割を考定したほうがよいのではないかと思う。額田寺図はそのことをよ
く示唆している。
　これまで考古学が対象としてきたのは，寺本景観の中の伽藍景観であり，また，その下の階層に
位置付けられる屋根景観であったが，額田寺図の分析から景観論的視点を導き出し，寺本景観と寺
辺景観から構成される寺院景観について若干の検討を加えた。しかし，資料的制約と方法論的制約
から寺本景観の一部を成す院地の問題に触れ得ただけであった。院をめぐる問題については，畿内
の諸例を中心に検討を加えたが，明確な分析結果を提示することはできなかった。これまで軽視さ
れてきたきらいはあるが，今後は院の判別を行うための有効な指標を見出していく必要があると考
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えたい。また，院をめぐる問題は，集落や官衙をめぐる問題とも接点を持っていることも明らかで
ある。山中敏史氏は官衙論の立場から官衙，居宅，駅家，荘所等の判別基準となる指標の確立が急
務であると主張されているが［山中1995］，今後は寺院に伴う諸院をも含めてその峻別を図るための
指標を明示することが求められているのである。そのことが古代寺院の寺本景観の解明に大きな役
割を果たすものと考えたい。古代寺院研究上の現時点での急務は，明確に遺構として把握され類型
化の可能な点で，須田氏が示されたような［須田1995］寺院管理運営機構の解明であり，その意に
添って寺院周辺の掘立柱建物群を再検討したところである。
　なお，官衙研究の進展を受けて，柱筋を揃え計画的に配置される，といった特徴のみから官衙的，
官衙風と評価され，それが寺院周辺の掘立柱建物群にも適用されている傾向にあるが，この種の形
容を付すことは，先験的に公的機能を設定してしまう危険性や本来的にきわめて計画的，企画的な
属性を有する院の特性を軽視することにもつながってしまうので，何らかの用語を創出して実態分
析を行う必要があると思われる。厳密な実証で官衙論を主導される山中氏にとっても，この種の形
容の乱発傾向は意図せざるところでもあろう。
　寺辺景観については多くの課題が残されている。墳墓（古墳・火葬墓）や道との関連や実態につ
いては，一定の検討を経ている［財団法人大阪文化財調査研究センター編1997，埋蔵文化財研究会編
1997］。他方，寺領をめぐる問題については，考古学的には未検討の問題であり，そのアプローチの
方法が求められているといえよう。また，それ以前に寺領に対する認識を深めることが必要である。
寺院は伽藍地と院地のみで成り立っているわけではない。古墳時代からの地域的発展，在地勢力の
変容の中で出現したものであり，永い土地との関わり，すなわち土地の開発，利用，領有という基本
的な基盤の上に成り立っている。こうした寺院存立の経済的基盤の解明は，これまで主として文献
史学の研究に委ねられてきた。また，それらは官寺に関わる研究が主体を成していたため小規模な氏
寺の造営主体となった中小豪族の在地的土地領有について過小な評価を与える傾向を生んできた。
また，考古学においては土地領有の問題はまったくといっていいほど問題にされることはなかった。
　額田寺図はこの寺領を十分に描き出している。多様な地種から構成される約30町歩に及ぶ土地を
領有する実態は，これまでの在地的土地領有や寺院経済に対する過小な評価に対して見直しを迫る
ものである。寺域とその周囲に広がる広大な寺領，さらにその外側に展開する第三者等所有の土地
利用，それらが同心円的広がりをもって寺院景観を形造っているのである。
　こうした氏寺の土地領有を示す古代荘園図に「大和国添下郡京北班田図」があることは冒頭で触
れたところである。京北班田図は，13世紀後半から末頃に西大寺と秋篠寺の所領の交換に伴い証文
として作成された相博図であるが，8世紀後半～9世紀初頭の京北一～四条班田図を基図として作成
されている。4条の班田図のうち，弘仁2年（811）の三条班田図と宝亀5年（774）の四条班田図に
は定田の内訳，田名，田積の記載が豊富である。四条班田図は秋篠寺創建前に作成されたものであ
りここでは除外するとして，三条班田図の定田22町354歩の内訳をみると，散田18町4段191歩，
口分田3町6段163歩であり，散田を構成する神田，寺田の中で秋篠寺田が16町ほどを占めている
ことが明らかにされている。秋篠寺の寺領であり，その起源は秋篠氏の施入田であり，寺院建立に
先行する秋篠氏の大土地領有が認められると評価されている［石上1997c］。また，二条図は基図と
なった班田図の作成年次は明らかでないが，「南大門」，「金堂」などの記載から秋篠寺創建後である
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図22京北班田図にみえる秋篠寺田の分布
ことは確かであり，三条図と同様に「秋篠寺田」，
「秋篠田」の記載がある。すでに石上氏が方格
系統図の構造分析の一環として，秋篠寺に関係
する田地の所在地の分布状況を明らかにされて
いるが［石上1997c］，これらを京北条里の比定
地にドットすると図22のようになる。秋篠寺
西側の阿弥陀谷の部分にも存在するが，多くは
寺院北方の秋篠川本流と支流流域の沖積地，あ
るいはそれらに向かって開口する小規模な谷地
に営まれていることがわかる。寺田の集中地域
は寺院の北方約0．6～3kmの距離にある。額田
寺の場合に比べると一円性は弱く，また，少し
離れた距離にある様相が認められる。京北班田
図には田以外の地目は記載されていないが，額
田寺と同様に，岡や畠，林などを領有していた
に違いない。氏寺の寺院景観の一端をここでも
確認することができる。
　額田寺と秋篠寺という大和に所在する氏寺の
寺院景観をみたが，こうした事例は大和の氏寺
にのみ固有のものではなく，広く全国の氏寺に
も認められるものであろう。寺領の存在を示す
史料が現存するという条件に恵まれているもの
の，今後の寺院研究にこうした視点を取り込んでいかなければ，古代寺院の実態に迫ることができ
ないのではないかと思う。
　古代寺院の歴史的意義について，広瀬和雄氏は「律令国家のイデオロギー政策の一翼をになう可
視的モニュメント」であり，「ビジュアルな律令国家」として機能していたことを強調する［広瀬
1989］。また，本郷真紹氏も権威の象徴としての「感覚的な機能」を重視する［本郷1997］。前者は
即物的な考古学的検討の当然の帰結として，後者は教学研修や法会実修という「実践的機能」研究
の反動として提起されているように思えるが，社会経済史的視点は援用されていない。仏教教理に
対する当時の一一・般人民の理解度の低さや未成熟さ，あるいは僧地の未完備による寺院の実践的機能
の不全などの状況が存在したことを考えれば，前代の古墳の築造意義と同様に権威や権力の象徴的
存在として，あるいは在地支配の正当性や譜代性を表徴するものとする意義付けは有効である。し
かし，これまで幾度となく反復されてきたそうした評価は，寺院の表相的な側面を正しく指摘して
いるものの，寺院建立の本質に関わるものではなかった。畿内における古代寺院の隆盛は，国家の
末端支配，イデオロギー支配を企図した政策の一環であろうが，令制の1～2郷に1ヶ寺を建立する
ほどの高密度［広瀬1989］を達成し得た背景には，たとえ国家の技術的財政的援助を得たとしても，
建立の中核となる地域首長の存立基盤そのものが存在したことを過小に評価してはならない。古墳
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時代以来各地で開墾を行い経済的基盤を作り上げた地域首長の存立基盤を，国家の保護の下に承継
するという特権的利点をもつ寺領という寺の経済に転化するという側面をもっていたのである。額
田寺図と京北班田図はそのことをよく示している。前代の地域首長の社会的経済的基盤を壊滅させ
ることなく寺院経済の中に取り込むことによって，律令官人として組織し得たのであって，律令官
人と地域首長という二面性，さらには檀越としての人格の具有もこうした背景があったからこそ達
成されたものであった。その意味で，寺院は宗教的な側面以上に，すぐれて経済体的な一面を有し
ていたのである。寺院それ自体は社会的諸関係の中で達成された一つの目的，結果であり，それが
可視的に作用したことは否めないが，その建立の背後に存在した経済的社会的基盤，あるいは寺院
建立に伴うその変容のプロセスや転化の実態を重視したい。本稿ではこのような視点を取り込むこ
との必要性を強調しておきたい。
おわりに
　額田寺伽藍並条里図は8世紀後半の額田寺をめぐる諸々の景観を描き出している。それらは可視
的な景観であるあると同時に，すぐれて経済体的な景観でもある。その意昧で本図は一枚の経済地
図，経済白書といった側面を有している。その側面に触れるには寺院空間論や寺院景観論の視点，
また，寺院組織や寺院経済に関する視点が不可欠であることを再認識させられた。文献史学の研究成
果を引用しつつ幾つかの検討を経たが，幾許もその本質には迫っていないのではないかと思う。冒
頭に述べたように図像や絵画的・絵図的表現の検討は，額田部という地域の宗教的景観の一部として
の寺院景観の分析，あるいは寺院景観を明らかにするための考古資料の演繹的利用には有効である
が，それ以上に高次の課題設定ができなかった。言及できなかった点は向後の課題としておきたい。
　共同研究において与えられたテーマは“寺院と古墳”であったが，研究会が回を重ねるごとに古
代寺院の景観論的研究にこそ本図を活かすべきではないかとの思いを強く抱くようになった。研究
会が終了した翌年度に開催された第36回大阪府下埋蔵文化財研究会や第42回埋蔵文化財研究会に
おいて古代寺院と道，古墳，集落，条里との関係が検討され，さらにその意を強くするに至った。
拙い論考であるが，氏寺などの小規模な古代寺院に対する再評価につながれば幸いである。
　本研究会の主題は額田部という地域の歴史的性格を踏まえて本図を分析することであったと思
う。この地域の社会政治史の中に位置付ける視点は，現在の研究の出発点ともなった狩野久氏の論
考［狩野1991］に詳述されているが，本稿では最も重要なこの視点を欠いたきらいがある。これら
は今後稿を改め検討していきたいと思う。
　本稿を草するに当たり，山上豊氏（奈良県立図書館），田中一廣氏（（財）大阪府文化財調査研究
センター），伊藤雅和氏（奈良県立橿原考古学研究所）の諸氏には，文献の入手や資料の熟覧に際し
便宜を図っていただいた。館野和己氏（奈良国立文化財研究所）からは奈良歴史研究会1995年11
月例会で発表する機会を与えられ，席上多くのご教示を賜ることができた。また，広瀬和雄氏（奈
良女子大学）からは池田寺遺跡について数々のご教示を賜った。末筆ではありますが深く感謝いた
します。
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註
（1）　　「古代荘園図」の定義については［石上1997］
による。
（2）一個々の調査に関する文献は割愛する。詳細は
『日本古代荘園図』所収の諸論文を参照されたい。
（3）　　その他，近年では水無瀬荘での調査事例があ
る［名神高速道路内遺跡調査会編1996］。
（4）一すでに石村氏が務屋と判読し，大衆屋，政所
屋としての性格を指摘されている［石村1993］。
（5）一他に今泉隆雄氏が但馬国分寺出土木簡に関り
額田寺の院の構成に言及されている［今泉1981］。
（6）－9条3里35坪の合・計面積は1町10歩となるが，
山口氏は誤記によるものと考えられている［山口1996］。
（7）一大形建物の帰属時期については10世紀に降る
可能性も検討されている。調査担当者の広瀬和雄氏よ
り直接ご教示いただいた。
（8）－1尺29．6cmで換算した概数であることをこと
わっておきたい。
（9）　　SB　216はこの南グループに入れられていたが，
その後の調査で第珊期に帰属させられている［岡田
1995］。
（10）一［広瀬ほか1987］ではSDO4が伽藍地東限の
施設と推定されている。
（11）　　報告者は間仕切り建物を倉と考えられている
［賛1996］。
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東京大学史料編纂所編1988『日本荘園絵図聚影』3近畿2（東京大学出版会）所載のカラー，モノクロ，X線，
赤外線写真より作図
［柴田稔ほか1992］第12図を転載（一部改変）
［山口英男1995］図1・2・3・4より作図
服部作図，基図は大和郡山市1：3，000地形図（13）（15）［昭和38年測量］
東京大学史料編纂所編1988『B本荘園絵図聚影』3近畿2（東京大学出版会）所載のカラー，モノクロ，X線，
赤外線写真より作図
［岡本武司ほか1989］第2図，［広瀬和雄1986］図30より作図
［岡本武司ほか1989］第2図，［広瀬和雄1986］図30より作図
［山崎信二ほか1993］丘g．55・57より作図
仮屋喜一郎1997「和泉海会寺遺跡と南海道」（『大阪府下埋蔵文化財研究会（第36回）資料』，勧大阪府文化財調
査研究センター）図4より作図
［岡田直樹1995］所載［検出された遺構群の配置］より作図
服部作図
［井西貴子1996］第3図より作図
［井西貴子1996］第7図より作図
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史料の引用は新日本古典文学大系本（岩波書店）による。
（大和郡山市教育委員会，国立歴史民俗博物館共同研究員）
（1999年8月26日　審査終了受理）
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The　Landscape　of　the　Clan－temple　Compound　in　the　Ancient　Shoen　Map
HATTORI　Ikuo
The　study　examines　the　arrangement　of　the　temple　compound　and　the　neighboring　landscape　of　the
Nukata－dera　around　the　latter　half　of　the　eigh血century．　Previous　studies　tended　to　focus　on　the
temples　established　by　the　central　and　the　local　govemments　while　privately－founded　temples　were
neglected．　The　map　of　Nukata－dera　offers　the　possibility　to　investigate　poorly－known　sociological　as
well　as　economic　aspects　of　the　ancient　clan－temple．
　　　　To　examine　the　landscape　of　the　Nukata－dera　temple，　the　study　emphasizes　on　the　inside　of　the
temple　cloister，　temple・s　territory，　cemetery，　and　grids　for　rice－fields．
　　　　Recent　archaeological　surveys　at　the　Nukata－dera　has　revealed　a　group　of　pit　holes　near　the
ancient　compounds．　The　study　compares　the　pattem　with　similar　findings　at　Ikeda－dera，　Kaie」i，　and
Ichimichi　sites．
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